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2012年4月に総合政策学部都市政策学科に赴任しました。私の専門は建築計画学、都市計
画学において、各地域におけるよりよい生活空間（居住空間、集落空間、都市空間）のあり
方を考える地域生活空間計画論という分野です。
世界の各地域において、地域に固有の（ヴァナキュラーな）さまざまな生活空間のかたち
が生み出されてきましたが、それらは地域の環境や生態系の影響を受けるとともに、民族や
宗教、社会、制度などさまざまな文化的側面の影響をも受けて形づくられてきました。した
がって、地域の生活空間を計画するためには、地域に固有の伝統的な空間の型を明らかにし
（タイポロジー）、空間のかたちを決定するさまざまな要因、すなわちかたちの背後にある
空間の構成原理について深く理解することが大変重要だと考えています。こうしたことは近
代の建築計画、都市計画手法においては、あまり顧みられてこなかったことでもあります。
これまで、さまざまな空間構成原理が混在、重層するアジアの都市における生活空間の構
成を明らかにすることを大きなテーマとして、主としてインドを中心とした地域をフィール
ドに以下のような研究を行っています。
①アジアの都市における居住空間のかたちと構成原理の解明
都市の街区空間に着目した、アーバンティシュー（都市組成）とその構成原理に関し、特
にイスラーム世界の都市、住居に焦点を当て、パキスタン、インドの都市を対象として、集
住空間の単位とその空間的階層性・重層性を明らかにし、イスラーム文化とのつながりやヒ
ンドゥー的基層文化の影響を考察しました。
②近代世界システム形成過程における植民都市に関する研究
植民都市の計画理念、都市・住居の構成、独立後の変容・土着化をテーマに、英国および
オランダの植民都市を対象とし、インド、キュラソー、スリナム、ブラジルなどを調査地と
した研究を行いました。
③歴史的環境を軸とした災害からの復興に関する調査研究
2001年のインド西部地震の被災地における、歴史的環境の保全と継承を前提とした復興を
目指し、グジャラート州カッチ地方のバドレシュワル村を対象とした、集落空間および住居
に関する悉皆的な調査分析と再生・復興計画の提案を行いました。
④パトリック・ゲデスによる近代都市計画の理念と計画手法に関する研究
英国人で20世紀初頭の都市計画、地域計画の先駆的理論家、実践家であったゲデスの、イ
ンドでの都市計画に着目した研究で、歴史的生活環境を継承しながら居住環境改善を図る計
画理念と手法を、グジャラート州バローダを対象として明らかにしました。
⑤近年は、インド洋海域の歴史的港市に着目し、民族やコミュニティー、宗教、文化が多様
に混在、交流してきたそれらの都市において、街区や生活空間レベルで、どのような共存の
かたちや知恵が見られるかについて研究を進めています。
こうした調査研究をベースとして、新たな地域生活空間計画の方法について模索していき
たいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。
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